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　巻頭言　Foreword

本格的に動き出す水素の社会実装政策
Towards a Hydrogen Society – Policy Updates

経済産業省　資源エネルギー庁　省エネルギー・新エネルギー部 
新エネルギーシステム課　水素・燃料電池戦略室　室長 

　安達　知彦
Tomohiko Adachi 

Director, Hydrogen & Fuel Cells Strategy Office, 
 Agency for Natural Resources & Energy, METI

１．はじめに

　脱炭素燃料である水素は、従来からカーボンニュートラル達成に向けた次世代エネルギーとして注目
されてきた。それに加え、昨年のロシアによるウクライナ侵略をきっかけに世界のエネルギー情勢は一
変し、水素はロシアからの化石燃料依存を減らし、安定的な代替エネルギーとしての役目も果たすとい
う、世界のエネルギー安全保障の観点からも大きく注目されることとなった。当課は水素分野の国際協
力の一端を担っているが、来日する外国政府関係者や企業幹部との面談においても水素に対する関心の
高まりを日々感じている。

　一方、現在の水素の供給コストは既存燃料に比べて依然として高く、サプライチェーンの大規模化や
技術革新を通じたコスト低減が世界的に大きな課題となっている。この問題に取り組むため、様々な国
や地域で水素とその派生物の大規模な社会実装に向けた支援策導入が昨年から急激に活発化している。
例えば、アメリカのインフレ削減法における水素製造に対するタックス・クレジット付与制度、欧州連
合の水素バンク構想、ドイツの H2Global による供給者・需要家二重入札、イギリスの CfD 制度が挙げ
られる。

２．日本で制度検討が本格化

　この１年で、日本における水素の社会実装のための政策や支援制度もかなり具体化した。ここでは代
表的な動きをいくつか紹介したい。

２．１　グリーン・トランスフォーメーション（GX）実現に向けた基本方針の閣議決定
　本年２月「GX 実現に向けた基本方針」が閣議決定された。これは、GX を通じて「脱炭素」「エネルギー
安定供給」「経済成長」の３つを同時に実現するべく、昨年夏より官邸主導で開催された GX 実行会議や、
各省における審議会等での議論を踏まえて決定されたものである。この基本方針では、主に以下の２点
の取組を進めるとしている。
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（１）�エネルギー安定供給の確保に向け、徹底した省エネに加え、再エネや原子力などのエネル
ギー自給率の向上に資する脱炭素電源への転換など GX に向けた脱炭素の取組を進めるこ
と。

（２）�GX の実現に向け、「GX 経済移行債」等を活用した大胆な先行投資支援、カーボンプライ
シングによる GX 投資先行インセンティブ、新たな金融手法の活用などを含む「成長志向
型カーボンプライシング構想」の実現・実行を行うこと。

　そして、今後を見据えたロードマップとして、規制・支援一体型の投資促進策を推進し、今後 10 年
間で 150 兆円超の官民投資（GX 経済移行債により 20 兆円規模の先行投資支援を実施）を促すとして
いる。水素・アンモニアに関しては、今後の道行きとしてその導入量目標を示すとともに、支援制度を
通じて大規模かつ強靭なサプライチェーンを構築するとした。サプライチェーン構築やインフラ整備、
研究開発や国内先進研究拠点の整備などに対して、今後 10 年で約７兆円以上の官民投資を実施する方
向性という規模感である。

２．２　水素政策小委員会が中間整理を発表
　一方、水素・アンモニアに特化した審議会として、昨年３月から水素政策小委員会／アンモニア等脱
炭素燃料政策小委員会合同会議において、水素・アンモニアの社会実装と導入支援について議論が重ね
られてきた。本年１月にはその中間整理が発表され、支援制度の骨子が示された。

（１）�市場型の支援策を講じ、強靱な大規模サプライチェーンの構築を通じ、自立した水素市場
の形成を目指す。

（２）�いわゆる S+３E（安全性、安定供給、環境性、経済性）を前提とした制度とする。
（３）�他の事業者に先立って自らリスクを取り投資を行い、2030 年頃までに水素供給を開始す

る予定である事業者（ファーストムーバー）を�S+３E�の観点から選定し、優先して後押
しする。

　具体的には、国内または海外から水素を供給する事業者に対し、供給コストと販売価格の価格差に着
目した金融支援を供給開始から 15 年間を軸に行う制度と、国際競争力のある産業集積を促す供給イン
フラの拠点整備の支援制度を提示している。

２．３　モビリティ水素官民協議会を開催
　海外では大型バス・トラックなど走行距離が長く、電気自動車等では対応できないモビリティ領域で
燃料電池化が急速に進展している。我が国においても、昨年９月にモビリティ水素官民協議会を立ち上
げ、商用用途のモビリティ分野における将来像を描き、燃料電池の導入拡大に向けて官民（供給側・需
要側）で将来像を共有し必要な政策を議論する場を設けた。

　同協議会では、重点領域（大／小トラ、バス等）、2030 年までの車両の導入・インフラ整備の規模と
道筋、水素ステーションの最適配置、車両・ステーション・水素コスト目標等を検討している。これに
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より、商用車の部門においても明確な目標設定がなされ、民間企業による投資の道筋が示されることが
期待される。

３．おわりに

　我が国の水素導入政策と支援制度も、このように本格化の場面を迎えている。なお、GX 移行経済債
を財源として政府による巨額の先行投資が見込まれるところであるが、これは GX 分野に対する民間投
資の呼び水と位置づけられるものである。すなわち、政府による単なる補助金ではなく、「脱炭素×成長」
という、成長のための産業転換やエネルギー転換のための先行投資であることは留意されたい。
　政府としても、今後とも産業界の意見を聞きながら効果的な水素導入政策を加速していく所存である。
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● 表紙「第 19 回を迎えた水素・燃料電池展」
　�新型コロナ感染も落ち着いてきて一時は三分の一まで来場者が�

落ち込んだが、今回は感染前のレベルの来場者に戻った

（写真：FCDIC事務局）
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